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大和平野への分水

新宮川水系からの
分水

大和平野は周辺の山が浅く、雨が少ないことから昔から水不足に悩まされま
した。そのため、吉野川（紀の川）から水を引くという発想は１７００年頃からあり

ましたが、下流からの抵抗が激しく実現しませんでした。
その後、第２次世界大戦後の国の復興対策として、１９４９年（昭和２４年）よう
やく、十津川・紀の川総合開発事業としてスタートしました。

十津川・紀の川総合開発



大和平野紀の川の分水
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十津川紀の川総合開発事業

・奈良県営上水：1.07m3/s

・農業用水：9.91m3/s下渕頭首工
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十津川紀の川総合開発事業

新宮川水系より分水

・かんがい期最大16.7m3/s

津風呂ダム


